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緒 言

古くNeuberg u. Karczag1) (1911年)に より知 ら

れたPhosphatase(以 下Pht.と 略す)は 広く生体

内に分布して化骨,含 水炭素の酸化,生 体内触媒とし

て作用する色々な燐酸塩の生成,腸 管からの吸収,腎

よりの燐酸塩排泄,前 立腺の分泌等の極めて重要な生

理的,病 態生理的意義を有するが,黄 疸のさい に血

清のPht.2)が 増加するのを認め た の はRoberts

(1930年)が 最初であり,骨 疾患のみならずカタル性

黄疸のさいにも血清Pht.は 増加すると述べている.

ついでBodansky and Jaffe3) (1933年)も カ

タル性黄疸及び亜急性肝炎において血清Pht.の 増加

するのを認めている.し か し て黄疸時における血清

Pht.の 増加ということに対して特に重要視され るに

至つたのは, 1933年にRoberts4)が 閉塞性黄疸の さ

いには非閉塞性黄疸に比して著しく高いアルカ リPht

.(以下Al. Pht.と 略す)を 示す事より,両 種黄疸の

鑑別診断に利用する事が出ると述べて以来である.爾

来血清Pht.と 肝並びに胆道疾患の関係について多数

の臨床的並びに実験的研究が な さ れ た. King a. A

 rmstrong5)は 犬を用いた実験的中毒性黄疸犬と総輸

胆管結紮犬の血清Pht.を 比較して,後 者において著

しい増加を認め,黄 疸の種類鑑別に利用し得 ると述べ

てRobertsの 説に賛成している一このように肝並び

に胆導疾患が血清Pht.と の間に密接な関係を有す る

ことが明かとなるにつれて,肝 疾患,肝 障碍,胆 道疾

患,胆 道閉塞等の臨床的,実 験的研究が行われて,肝

とPht.の 間の相互関係,臨 床的意義及びその起源並

びに血中上昇機転等に関して究明力桁 われて来たがま

だ一定の定説がない.

黄疸時における血清Pht.の 増加がどのような機転

によつ て起 るものであ るか,或 は黄疸時 において増 加

をみた血清Pht.は 何 処において生産せ られたもの で

あ るかについては色 々の説が あ る.す なわ ち黄疸時 に

おけ る血清Pht.増 加 の機転については,肝 の排泄機

能障碍 を説 く者にKing a. Armstronge,6), Flood a

. Gutman7)あ り,胆 汁成分 としてのPht.が 血 行中に

移行す ると説 く者にFreeman, Chen and Ivy8)及

びRoberts2)が あ る.ま た血清Pht.の 起 源につい

ては骨性起 源説(Armstrong,5) Flood a. Gutmann

7)及 び 肝性起源説(Freeman , Chen a. Ivy8)

. Winkelman a. Schiffmann9)が あ り,ま たBodan

skyの 如 く骨性 起源のほかに肝性起 源のPht.の 存 在

を認 め るものもあ る.そ して起源 を肝外に求め るもの

においては,肝 臓 の果 す役割 を血 清Pht.の 調 節にお

く とい う考 え方が有力 であ る.

閉塞性黄疸 にせよ,非 閉塞性黄疸 にせよそれ らの黄

疸 時において増 加をみ る血 清Pht.が,黄 疸の強 さと

平行 す るか否か につ いても一定の定説がな く,諸 家に

よりいろいろであ る.そ れは黄疸 の発生に今 日なお二

大説が存在 してい る如 く10) 11) 12).血 清 中に増強 し

たPht.に つ いてもこれと全 く同一の課題が考 え られ

る事に もよるか, Armstrong, King a. Harris13) 

(1934年)及 びArmstrong a. King5) (1935年)は 血

清Pht.の 増 加は略 々黄疸の強 さと平行 す ると述べて

い るのに反 し, Bodansky and Jaffe3) (1934年),

 Winkelman a. Schiffmann9) (1939年),及 び

Cantarow a. Nolson14) (1937年)は これ を否定 し

てい る.ま たFreeman, Chen a. Ivy8) (1938年)

は 血清Pht.の 増 加は黄疸の有無に関せず と述べ にい

る.し こうしに現在Pht.の 吸 収説に対 しには肝の組

織学的観察 によ る批判15)が あ り,停 滞説 の弱点 とし
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ては血中に おけ るPht.とBilirubinの 間 の不一致

が指摘 されてい る16).

要 す るに胆管閉塞或 は肝障碍時 に増強 す るPht.に

対 す る肝臓の 占め る役割につい ては,な お幾多の問題

とな る点が あつて種 々論議 され て来 てい る.私 は第1

編 におい て肝臓がPht.産 生 に重大 な意 義 を有 す るの

ではないか と考 えたのであ るが,こ れ ら諸問 題の解 明

の為に四塩化炭素注射 家兎,胆 管結 紮家 兎及 び墨汁に

よる網内系充填家 兎の血清及び諸臓器につ い て, Al. 

Pht.の み な らずAcid Pht.(以 下Ac. Pht.と 略

す)を も生化学的に測定した.

実 験 方 法 並 び に 実 験 成 績

実験動物並びに定量法:実 験動物には2kg前 後

の成熟家 兎を用いた.こ れ らの家兎は一定期間一定 の

食餌 をもつて飼養 した後実験に供 した.採 血 には早朝

空腹 時に心穿 刺によ り採血 し,一 定時間放置 後遠 心沈

澱 して血 清を分離 した.

臓 器片採取 には第1編 に述べた如 く家兎頸動脈 を切

断脱血死せ しめて,肝,副 腎,脾,腎 皮質,空 腸上

部,骨 髄 をとり出し,各0.5gを 秤 量 し,酵 素液 の作

製 には政 山氏の白井氏変法17)に 従 い処理 し, 24時 間

氷室中 に放置 し酵素 を充 分抽出 し,つ いで遠 心分離 し

その上清 を酵素液 として, Shinowara-Jolles-Reinh

art18)の 方 法に よつ てそのGlycero-Pht.力 価 を測定

し,比 色 は光電比色計 を使用 した.副 腎重量の各個差

は後で0.5gに 換 算 してその誤差 を一定に した.骨 髄

の採取 は大腿骨骨髄 を用いた.単 位 は第1編 と 同 様

Shinowara-Jones-Reinhart単 位(以 下S. J. R

. U./dlま た はS. U.と 略 す)で 現わ した. 37℃ 孵 卵

器中 におけ る酵素作用時間は1時 間 とした.

I 四 塩 化 炭 素 投 与 実 験

実験動物並びに実験方法:家 兎に四塩化 炭 素 を 毎

kg当 り0.1ccを 背 部皮下 に注射 してその血 清,肝,

副 腎,脾,腎 皮 質,空 腸上部,骨 髄のAc. Pht.及 び

Al. Pht.を 生 化学的に測定 した.血 清及 び臓 器Pht

.は 注射 後2日, 3日, 4日, 5日, 7日, 11日 目に材

量 を採 取 して測定 を行つた.な おその さい血 清 ビ リル

ビ ン量 をJendrassik-cleghorn氏 定 量 法変法19)に

よ り併 せ測定 した.

実 験 成 績

(1) 四 塩 化炭素(CCl4)注 射 家 兎の一般状態.家 兎

のCCl4注 射 後 の一般状態 を観察 す るに,注 射後やや

不 安状 態 を呈す るが元気 で食慾 も普通であ るが,翌 日

は元気やや不良で食慾もやや不振であるが,そ れも次

第に回復した.

(2) CCl4注 射家兎血清Pht.値,血 清Ac. Pht.は

CCl4注 射後2日 目その上昇するのがみられ, 2日目

を最高として3日 以後よりは減少がみられるが, 1例

に注射後11日 になお注射前Pht.値 より高値を示した

のがみられた(第1表 及び第1図)。

第1表　 CCl4注 射 家兎

血清Ac. Pht.値(S. J. R.単 位)

第1図　 ccl4注 射 家兎血清AC. pht.

第2表　 CCl4注 射 家兎

血 清Al. Pht.値(S. J. R.単 位)

血 清Al. Pht.に お いても注射 後2日 目急激な増加が

み られ るが,こ れも2日 目を最高 として以後減少する

のがみ られ,注 射 後4日 目のものは す で に注射前の

Pht.値 よ り減少 し,そ れ以後も更に減少の傾向がみ

られ, 11日 目に至 るもなお減少の傾 向を示した(第2

表,第2図).注 射 前の値 よ り更に低値 を示 したこ と
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は興 味あ る問題 であ る.

第2図　 ccl4注 射 家兎白清Al. pht.

(3) CCl4注 射 家兎血清 ビ リルビン値.第3表 に示

す如 く血清 ビ リルビ ン値はCCl4注 射 後2日 目 に は

増加がみ られ以後漸減す るのがみ られた.し か し血清

Pht.値 との間には明らかな関係 を見 出す こ と は出来

なかつたが, Pht.値 が 最高 を示した注射後2日 目に

ビ リルビン値もやは り最高 を示 した.

(4) CCl4注 射 家兎臓器Pht.値.正 常家兎の臓 器

Pht.値 は すでに第1編 において述べたが,肝,副 腎,

脾,腎,空 腸上 部,骨 髄の臓器Pht.値 は第4表 に示

す通 りであ る. CCl4注 射 家 兎の臓器Pht.に つい

て,注 射後2日 目, 3日 目, 5日 目, 7日 目, 11日 目

の家 兎の 肝,副 腎,脾,腎 皮質,空 腸上 部,大 腿骨 々

髄 の臓 器Pht.を 測 定 した.臓 器Pht値 は第5表 に示

す通 りであ る,注 射後 日数に よるPht値 の 変化はあ

まりみ られなかつ たの です べての平均値 を求めた.

第3表　 CCl4注 射家兎血清ビ リルビン値

(mg/dl)

第4表　 正 常 家 兎 臓 器Pht.値(S. J. R.単 位)

(Ac: Ac. Pht. Al: Al. Pht.)

第5表　 CCl4注 射 家 兎 臓 器Pht.値(S. J. R.単 位)

(Ac: Ac. Pht. Al: Al. Pht.)

(イ) 肝臓 器Pht.値(第5表),肝Ac. Pnt.は 平
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第3図　 CCl4注 射 家兎 肝Ac. pht.

正常群　 注射群

第4図　 CCl4注 射 家兎 肝Al. pht.

正常群　 注射群

第5図　 CCl4注 射 家兎 副腎Ac. pht.

正常群　 注射群

第6図　 CCl4注 射 家兎 副腎Al. pht.

正常群　 注射群

第7図　 CCl4注 射 家兎 脾Ac. pht.

正常群　 注射群

第8図　 CCl4注 射家兎 脾Al. Pht.

正常群　 注射群
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第9図　 CCl4注 射 家兎腎Ac. pht.

正常群　 注射群

第10図　 CCl4注 射 家兎 腎Al. Pht.

正常群　 注射群

第11図　 CCl4注 射 家兎 空 腸Ac. Pht.

正常群　 注射群

第12図　 CCl4注 射 家兎 空腸部Al. Pht.

正常群　 注射群

第13図　 CCl4注 射 家 兎 骨髄Ac. Pht.

正常群　 注射群

第14図　 CCl4注 射家兎 骨髄Al. Pht.

正常群　 注射群
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均値10.12を 示 し正常 群平均値10.82に 対 し特 別の変

化 をみ なかつた(第3図).こ れ に対 し肝Al. Pht.は

平 均値10.28を 示 し正常群 平均値16.26に 対 し明 らか

な減 少を認 めた,(第4図).肝Al. Pht.の 減 少 は

CCl4注 射 後2日 目のもの も4, 5, 7, 11日 目の も

のも同様 の減少 を示 してい るのが注 目された.

(ロ) 副 腎 臓 器Pht.値,副 腎Ac. Pht.は 平 均 値

14.91を 示 し正常群平均値14.81に 比 し特異の変化 を

認め なかつた(第5表,第5図)。 また副腎Al. Pht.

に おいて も平均値3.84を 示 し,正 常群平均値4.11に

比 し特異の変化 を認めなかつた(第5表,第6図).

(ハ) 脾 臓 器Pht.値,脾Ac. Pht.は 平均 値20.72

を示 し正 常家 兎群平均値19.23に 比 し特 別の変化 を認

めなかつ た(第5表 及び第7図),脾Al. Pht.に お

いてはCCl4注 射 後7日, 11日 目のAl. Pht.の 減 少

が注 口され(第5表),且 つ 平均 値においても注射 群

が27.25で あ るに対 し,正 常群のそれは36.25を 示 し

て注射群脾A1. Pht.の 減 少 をみた(第6図).

(ニ) 腎 臓 器Pht.値,腎Ac. Pht.は 平 均値15.35

を示 し,正 常 群平均値14.53に 比 し特異の変化 を示 さ

ず(第5表 及び第9図),ま た腎Al. Pht.に おいて

も平均値135.31を 示 し,正 常群平均値134.66に 比

し特異の変化 をみなかつた(第5表 及び第10図)。

(ホ) 空 腸 上 部臓器Pht.値,空 腸上部Ac. Pht.は

平 均値22.99を 示 し,正 常群平均値22.22に 比 し特 異

の変化 を認めなか つた(第5表 及 び第11図).こ れ に対

しAl. Pht.は 平 均値78.96を 示 し,正 常群平均値16

3.11に 対 し著 明な減 少を認め た(第5表 及び 第12図).

(ヘ) 骨 髄 臓器Pht.値,骨 髄Ac. Pht.は 平 均値8.38

を示 し,正 常群 平均値5.19に 対 し増加す るの を 認め

た(第5表 及 び第13図).こ れ に対 し骨髄Al. Pht.は

平均値6.08を 示 し,正 常群平均値7.68に 対 しい変化

は示さなかつたが軽度の減 少傾 向を示 した.

小 括並びに考按

すてに緒 言におい て述べた如 く,肝 臓 とPht.と の

間には密接な関係 を有す るものと考え られ,肝 疾 患,

胆道 疾患等のさいのPht.の 研 究が続け られ,さ らに

実験的肝障碍,胆 管結紮等の実験が く りかえ し行われ

て来た.と くに肝障碍時のPht.の 態 度 を究明す るこ

とは肝 とPht.と の 関係 を知 る為には 絶 対必 要 のこ

とと考え られ る.よ つ て私は成熟家 兎 に四 塩化炭 素

(CCl4)を 注 射 して肝障碍 を起 さ しめて,そ の血清及

び肝 をは じめとす る諸臓 器のAc.及 びAl. Pht.を 測

定 した.

そ もそも四塩化 炭素は1835年Regnbultに よ り発

見 された化合物 であつて,藤 井20)は 四塩化炭素を家

兎に経 口的に0.1, 0.2, 0.5, 1.0gを 投与し,組 繊

学的に0.2g投 与 にてすでに肝に著明な退行変性を起

し, 0.5gを 投 与すれば 肝実 質細胞は崩壊消失するほ

か,腎 の 糸毬体,細 尿管の退行変性,心 の脂肪浸潤が

お こ るの を認めた.す なわちCCl4は 峻烈な器質的変

化 をおこす毒物 で肝にみ られ る変化が最も強く,肝 の

代謝障碍 を来 し,腎 には機能障碍 を来 し,や や多量に

用い る時は心 もまた強 く犯されてくるものである.こ

の よ うにCC14は 肝 臓毒 として古 くよ り知 られ てお

り,森21)は 家 兎 を用いたCCl4注 射 において生存適

量 を定め た詳細な実験 を行い,生 存投与量は皮下注射

にて毎kg 0.2cc以 下 としてい る.し たがつて私は

CCl4裏 の 注射量 を0.1cc毎kgと して皮下注射を行つ

た.

こ のよ うな四塩化炭.素のほかに,種 々の薬物による

実験 的肝障 碍時の血清中のPht.の 消長が 研究されて

お り,ト ル イレンヂアミン22) 23),フ エニールヒドラ

チ ン23) 24).ク ロ ロホルム24) 25) 260).ア ルゼン9)

な どに よる実験 的肝 障 碍 に よ り一 般 に 血 清 中 の

Al. Pht.の 増 強が認 められている. CCl4に おいて

も田中27)は 投 与後2日 目において血清Al. Pht.は 最

高値 を示 した といつてい る.私 の実験においても同じ

く血清Al. Pht.は2日 目において最高値 を示した.

そ して2日 目以後は急減 して行 くが,そ の減少は注射

前の正常値 をさらに下つて減 少し, 11日 目においても

なお減 少の傾 向がみ られた.血 清Ac. Pht.に おいて

も2日 目最高値 を示 し以後減少す るのがみられた.こ

のよ うにCCl4注 射 によ り血清Pht.が 一旦上昇する

こ とは, CCl4に よ る急激 な 肝障碍の為に肝の実質細

胞 が障碍 され,肝 におけ るPht.生 産 が減少すると考

え られ るこ とと一見矛 盾す るよ うに思えるが,こ れは

肝に おいて生産 されたPht.の ほ とんどすべてが胆汁

とともに血中に移行す るもの と考えられ,た とえ肝に

おけ るPht.の 生 産が減少 しても血清中には一時的に

増 加す るもの と考 えられ る.し たがつて増加後の血清

Pht.の 減 少は急激であ る.そ して血清Pht.の 減少が

正常 値であ る旧値 よ り更に低下を示 したことは, CCl4

に よ る肝障碍の為 に肝におけるPht.産 生が低下した

こ とを意 味す るものであ る.胆 汁が血中へ移行するこ

とは,血 清Pht.の 増 加につれて血清ビ リルビンの増

加がみ られ,両 者の間にはつきりした平行関係はみら

れなかつたが,ほ ぼ平行 す る傾向にあつたことよりし

て うなずかれ る.血 清Pht.の 増 加はそれ以外にも

,肝 細胞障碍の為の血清Pht.の 排 泄機能障碍も,一 部
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関与 してくるものと思われ る.血 清Pht.の 上 昇 とそ

の後の減少が,肝 障碍に よる肝Pht.の 血 中への移行

と肝Pht.産 生 の低下によ るとす る理由は, CCl4注 射

家兎の肝Pht.の 減 少を来してい る事実に基づくもの

である.肝Ac. Pht.に は 変化 を みなか つた が,肝

Al. Pht.に お いてはCCl4注 射 後2日 ～11日 の ものの

ほとんどに減少 してい るのを 認 めた.以 上 のことは

CCl4注 射後短時間の うちに起つてお る様 で,米 良26)

は0.5cc毎kgのCCl4を 経 口的に家兎に投 与 し,投

与後18時 間 でその血清,肝 のAl. Pht.を 測定 して

,血清Al. Pht.の 軽 度の上昇 と肝Al. Pht.の 軽 度の

減少を来したと述べてい る.

以上のことより考 うるに少くともAl. Pht.は 肝 に

おいて産生され ると考え るのが妥 当と考え られ,肝 起

源説に賛意 を表す るもの であ る.

副 腎Pht.はAc.及 びAl. Pht.と もに特 別の 変 化

をみなかつたが,脾 においては脾Ac. Pht.に は特 別

の変化をみなかつたが脾Al. Pht.に お いて減少を示

している.こ のことは同 じく網内系の一環 た る骨髄 に

おいて骨髄Ac. Pht.の 増 加及びAl. Pht.の 減 少傾

向がみ られたことと関連 して,あ るいは網内系もPht

.の産生及び変動に幾分関与す る事が考 え られ るが,こ

のことはまた後に豊汁による網内系充填家 兎について

述べる事 とす る.

腎のPht.は 腎 か らの燐酸塩排泄 に 関与 し,血 中

Pht.の 尿 への排泄があ る28)と 考 え られてお り,前

立腺 と共に尿Pht.の 主 要起 源をなす もの とされてい

る.大 野29)は 実験 的腎障碍において腎Pht.は 減 少

するといつている.ま た有薗30)は 弗素 中毒時の腎Ac

. Pht.は 減 少したと述 べ,山 賀31)は 急 性鉛中毒のさい

に腎Al. Pht.は 減 少 した と述 べてい る一 しか し三島

32)は 同 じく鉛中毒において腎のAc. Pht.
, Al. Pht

.ともに増強がみ られたと述べてお り,波 状 を呈 して変

動するものの如く,私 のCCl4注 射 家 兎の腎Ac. Pht

.及びAl. Pht合 は平均値 において認むべ き変化 を認め

なかつたが, CCl4注 射 後2日 目の 腎Al. Pht.は3

日以後のAl. Pht.に 比 し軽度の増加傾 向がみ られた

(第5表)こ とは,や はりCCl4に よ る腎障碍の結果

ではないかと考え る.

空腸上部部のAc. Pht.に お いては特異の変化 をみ

なかつたが, Al. Pht.に お いて著 しい減少 をみた .そ

の作用機転に関 しては明 らかでないが ,久 保33)は 副

腎摘出による小腸 .上皮のAl. Pht.の 著 明な減少を認

めており,こ の ような副腎機能の面と関係を有 す るよ

うに思われ る.あ るいは また後に胆管結 紮家兎の項 に

ついて述べる胆汁と小腸Pht.の 関係によるものも一

部あるものと考えられ る.

以上CCl4に よる家兎の肝障碍にさいして,血 清

Pht.の 増加,さ らにそれに引続く減少,肝Al. Pht

.の減少を来し,網 内系たる脾,骨 髄のAl. Pht./の 減

少傾向並びに骨髄Ac. Pht.の 増加を来し,肝 のみな

らず網内系もPht.の 変動に関与するものの如く,ま

た空腸上部のAl. Pht.の 減少を来 した.肝 はやはり

Pht.の 産生に重大な意義を有するものと思われる.

Ⅱ 家兎胆管 結紮実験

さきにCCl4注 射による肝障碍性家兎黄疸の血清,

臓器Pht.の 変化を検索したが,肝 障碍によらない胆

管閉塞性黄疸のさいには如何なる変化を起すかを明ら

かにしたいと思つて,私 は家兎の総輸胆管を結紮切断

して黄疸を起さしめて,そ の血清及び肝,副 腎,脾,

腎,空 腸上部,骨 髄の各臓器Pht.を 測定し,且 つな

お血清ビ リルビン量を併せ測定した.

実験動物並びに実験方法

実験動物は成熟家兎を使用した.家 兎を局所麻酔の

もとに開腹しその総輪胆管を2ケ 所結紮してその間を

切断 した.術後6日 目に材料を採取測定に供した.なお

対照として単に開腹のみを行つた家兎についても同様

術後6日 目に材料を採取測定した.血 清ビリルビンは

CCl4注 射実験の場合と同様Jendrassik-Cleghorn

氏定量法変法19)に 従つた.

実験成績

(1) 単開腹家兎群血清Pht.値,第6表 及び第7表

に示す如く,単 開腹家兎群においては術前及び術後6

日目の血清Pht.値 には変化を認めなかつた.す なわ

ち血清Ac. Pht.は 術前値0.31術 後6日 目0.37,

 Al. Pht.は 術前4.45で 術後は4.54で あつた.

第6表

単 開 腹 家 兎

血 清Ac. Pht.

(S. J. R.単 位)

第7表

単 開 腹 家 兎

血 清Al. Pht.

(S. J. R.単 位)

(2) 単 開 腹家 兎群臓器Pht.値,単 開腹家 兎群に お

い てその肝,副 腎,脾,腎 皮質,空 腸上部,大 腿骨 々
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髄の0.5gを 採取して測定した.第8表 に 示す 如く

で,血 清Pht.と 同様に正常家兎群に比し認むべ き変

化はあらわれていない.

第8表　 単 開 腹 家 兎 臓 器Pht.値(S. J. R.単 位)

(Ac: Ac. Pht. Al: Al. Pht.)

第9表　 胆管結紮家兎血清Ac. Pht.

(S. J. R.単 位)

第10表　 胆管結紮家兎血清Al. Pht.

(S. J. R.単 位)

第15図　 胆管結紮家兎

血清Ac. Pht.

第16図　 胆管結紮家兎

血清Al. Pht.

第11表　 胆管結紮家兎

血清ビリルビン値(mg/dl)

(3) 胆 管 結紮家 兎群血清Pht.値,血 清Ac. Pht.,

 Al. Pht.と も に術後4日 目すてに著 明の 増加 をみ,

術 後6日 目において もなお上昇す るのがみ られ,術 前

値 の5～6倍 に達 してい る.殊 にAl. Pht.の 上昇は

著 しい.す なわ ちAc. Pht.は 平 均値に おいて術前

0.30が 術 後4日 目には0.86と 上昇 し, 6日 目には

2.0に 達 してい る(第9表 及び第15図). Al. Pnt.に お

いても術 前値5.14が 術 後4日 目19.26に 上昇し, 6日

目には23.86に 達 してい る(第10表 及び第16図).
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第12表　 胆 管 結 紮 家 兎 臓 器Pht.値(S. J. R.単位)

(Ac: Ac. Pht. Al: Al. Pht.)

(4) 胆管結 紮家兎群血清 ビ リルビン値,

第11表 に 示す如く,術 前定量 し得 ない迄

のものが術後4日 目すでに著 しい増量 を示

し, 6日 目さらに上昇 またはその値 を持続

するのがみ られた.

(5) 胆 管結紮家兎群臓 器Pht.値,術 後

6日 目に材量 を採取 し肝,副 腎,脾,腎 皮

質,空 腸上部,骨 髄の0.5g量 の臓器Pht

.を測定 し第12表 に示す結果 を得た.各 臓器

について記す.

(イ) 肝臓 器Pht.値(第12表)肝Ac.

 Pht.は 平 均値13.11を 示 し,対 照群平均

値10.08に 対 し軽度の上昇 をみ(第17図),

また肝Al. Pht.は 平均値18.21を 示 し,

対照群平均値16.44に 対 しこれも軽度の上

昇がみ られた(第18図)が,い ずれにおい

ても極めて軽度で著 しい変化は認め難いよ

うである.

(ロ) 副腎 臓器Pht.値(第12表).副 腎

Ac. Pht.は 平 均値17 .32を 示 し,対 照群

平均値16.41に し特 別の変化をみ とめな

かつた(第19図).ま たAl. Pht.に おい て

も平均値4.74を 示 し対照群平均値4.71に

対しこれも変化 を認 めなかつた(第20図).

(ハ) 脾臓 器Pht.値(第12表).脾Ac.

 Pht.は 平均値25 .97を 示 し対照群平均値

21.75に 比 し軽度の増加がみ られ るが著 し

い変化は 認め られず(第21図)
,ま たAl.

 Pht.は 平 均値21 .29を 示 し対照群平均値

35.80に 比 し減少してい るのが認め られ た

(第22図).

第17図　 胆管絶 紮家 兎

肝Ac. Pht.

対照群　 結紮群

第18図　 胆管結 紮家 兎

肝Al. pht.

対照群　 結紮群

第19図　 胆管結 紮家兎

副腎Ac. Pht.

対照群　 結紮群

第20図　 胆管結 紮家兎

副腎Al. Pht.

対照群　 結紮群

(ニ) 腎臓 器Pht.値(第12表).腎Ac.

 Pht.は 平均値20.81を 示 し
,対 照群平均

値15.72に 対 し 軽度 の増 加が認め られ た
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が,こ れは1例 に高値を示したものがあ

り,従 つて平均値も上昇をみたもので他

の3例 には特別の変化なく,従 つて特異

の変化は ないものと考え られる(第23

図).し かしAl. Pht.は 平均値65.88を

示し,対 照群平均値140.64に 比し著し

い減少がみられた(第24図).

第21図　 胆管結 紮家兎

脾Ac. Pht.

対照群　 結紮群

第22図　 胆管結紮家兎

脾Al. Pht.

対照群　 結紮群

第23図　 胆管結 紮家 兎

腎Ac. Pht,

対照群　 結紮群

第24図　 胆管結紮家兎

腎Al. Pht.

対照群　 結紮群

第25図　 胆管結紮家兎

空 腸上 部Ac. Pht.

対照群　 結紮群

第26図　 胆管結 紮家兎

空腸上 部Al. Pht.

対照群　 結紮群

(ホ) 空 腸 上部臓器Pht.値(第12表) .

空 腸 上部Ac. Pht.は 平均値23.88を

示 し対照群平均値22.68に 対 し変化をみ

なかつたが(第25図), Al. Pht.に おい

ては平均値88.24を 示 し,対 照群平均値

148.16に 対 し著 しい減少を示した(第

26図).

(へ) 骨髄 臓 器Pht.値(第12表).

骨髄Ac. Pht.は 平 均値13.07を 示し,

対 照群平均 値6.15に 対 し著しい増加を

みた(第27図).ま たAl. Pht.は 平均

値11.49を 示 し,対 照群平均値7.86に

対 し増加 を示した(第28図).

小 括 並 び に考 按

実験的に総輸胆管を結紮して血清Al.

 Pht.の 消長 を検索した実験は多く,犬

においてはKing a. Armstrong34),

 Bodallshy a. Jaffe3)に は じまり,家

兎ではBauer35), Wackstein u. Zak

15)そ の 他があ り
,猫36),ラ ッテ37)等

に ついても観察 されてい る.そ れらによ

ると動物の種類により総胆管結紮による

血 清Al. Pht.の 増強の程度に非常な差

を有 す るこ とが知 られ,犬 では結紮によ

り極め て高度の増強を起すが,猫,ラ ッ

テでは軽微であ り,家 兎は犬 と猫の中間

に位す るとい う.

一 般に動物 の総輸胆管を結紮すれば血

清のAl. Pht.は 著 明に増加するのがみ

られ, Jalling等33)は 家兎血清Al. Pht

.は 結 紮後直ちに上昇し, 15時 間 で正常値

の5～20倍 と なると報告しWackstein

 a. Zak15)は 総 胆管並びに胆嚢管結紮家

兎において血清Al. Pht.は 上昇し,術

後48時 間 で最高値 を示し術前値の約5倍

に達 した と述 べてい る.ま た白根39)及

び 成田25)は,白 根は家兎,成 田は犬の
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胆管結紮にて10～12時 間 で血清Al. Pht.の 増 加 を

認めてい る.ま た福田23)は 胆管結紮犬において長期

にわたる観察 を行い, 2日 に おい てす でに著明な血 清

Al. Pht.の 増 加 を来 し, 1～2週 間 で 最高値 を示 し

100日 に してなお同様の 高値 を示 してい るとい う.私

も成熟家兎の胆管結紮並びに切断 を施行 して術後6日

に著 しい血清Al. Pht.の 増 加 を認めた.ま た 血清

Ac. Pht.に お いても著明な増加 を認 めた.胆 管結 紮

時におけ る血清Ac. Pht.の 報 告 は み ら れな いが,

 Al. Pht.と 同様増加す るの をみたこと は 注 目すべ き

ことであ る.

第27図　 胆管結紮家兎
骨 髄Ac. Pht.

対照群　 結紮群

第28図　 胆管結紮家兎
骨 髄Al. Pht.

対照群　 結紮群

また胆管結紮時における血清Pht.の 増加と血清ビ

リルビンとの関係をみることは,血 清Pht.の 上昇機

転の究明に重要な意義を有するものと思われ る.す で

に緒言において述べた如く,黄 疸における血清Pht

.の増加が血清ビリルビンと平行関係を示すか否かにつ

いては相反する観察がある.福 田23)は 総胆管結紮犬

において,結 紮のの初期には血清ビ リルビンの出現或

はこれの増強とともに血清Al. Pht.の 著しい増加を

認め,こ の時期においては両者 の平行 関係を認める

が,長 期観察においては必ずしもそうではなく,血 清

Pht.高 値なるに血清ビリルビンの低下をみた と述べ

ている. Balcells-Goriva40)は 犬 の総胆管完全閉塞

ではPht.と ビリルビンは同時に増加す るが,部 分的

閉塞ではPht.は 増強するがビ リルビンは増加しない

と述べ,成 田25)も 総胆管部分結紮犬において 黄疸指

数の上昇は5日 後に現われ,し かも11日後を界として

次第に軽減したのに反 し,血 清Al. Pht.は2日 後著

明に増加し11日後はほとんど総胆管切断例と変らる高

値を示し,黄 疸指数軽減期にもなおPht.は 高値を持

続 し,両 者間に不一致 をみ たと述 べてい

る. Gut man41). Freeman8)等 も 同

様の結果 を報告 してい る.私 の実験 にお

い ても 血 清 ビ リルビ ンの増 加を認 めた

が,観 察期間が6日 であ るので断定 を下

し得ないが, 6日 間 では血 清Pht.と 血

清 ビ リル ビンはほぼ平行す ると考え られ

た.し たがつて後述す る肝Pht,の 著 し

い変化 を認めなかつた点 より, Pht.を 多

量に含 む胆汁が血 中へ移行す る為に血 清

Pht.の 上 昇がみ られ るもの と 考え られ

る.

総 胆管結紮 と 肝 臓 器Pht.に 関 し て

は,高 橋42)が 胆 管結 紮犬において 組織

化学的に,肝Al. Pht.は10～12時 間

で肝細胞核,原 形質, Sinusoidに 増加をみ, 48時間

で更に著明に増加したと述べている.ま た武内43)は

家兎の結紮性黄疸の肝細胞のAl. Pht.反 応 は 増 強

し,網 状壊死巣には陰性であるが,そ の周辺の肝細胞

にはやや強いと述べている.こ れに反 して米良26)は

胆管結紮後48時 間の家兎の肝を剔出し,肝 灌流実験 を

行いクロロフオルム障碍肝に比 し,β-Glycero燐 酸

ソーダの処理機能は低下を認めなかつた,す なわち肝

Al. Pht.に は変化をみなかつたと述べている.肝Ac.

 Pht.に 関しては,井 上49)が 胆管 結紮家兎の肝Ac.

 Pht.は 組織化学的に12時 間迄は減少するか, 24時 間

以後は増加すると述べてい る.

胆管結紮による肝の組織学的変化は,梶 本44)に よ

れば先ず胆管,胆 毛細管の うつ滞がおこり,つ いで肝

細胞は肥満膨大 し,つ いには細胞索を作らぬ側面すな

わち毛細血管に面す る部位において細胞膜の破損を来

し,う つ滞胆汁は毛細血管に移行 しついで肝細胞は内

容の排除により縮少して萎縮 し壊 死 に おち入 るとい

う.ま た白根39)は 肝細胞の溺濁腫脹,つ いで類壊死

の出現 をみ,最 後に網状壊死巣の出現にややおくれて

胆栓形成をみている.こ のように胆管結紮後長期にわ

たれば肝の機能障碍を来すものであるが,福 田23)は

総胆管結紮犬に一定時 日後胆嚢十二指腸吻合術を施し

て,血 清Al. Pht.の 減少及び血清ビリルビンの減少

の急激なことより,胆 管結紮による肝細胞の障碍は血

清Pht.の 排泄に若干の影響があるかもしれないが,

それも大した影響はないものと考えると述べてい る.

私の胆管結紮家兎において,肝Ac. Pht. Al. Pht.と

もに軽度の増加を認めたが著 しい変化はみ られず,従

つて肝のPht.産 生の低下は認められず,し たがつて
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血清Pht.の 増 加は胆汁が血中に移 行 す る為に増加す

るとい う確信 を深 め るもの であ る.し か し血清Pht

.の 増 加の極 く一部は,肝 障碍に よ るPht.の 排泄 障碍

に よ るもの であ ろ うこ とは否み得ない と考え られ る.

胆 管結 紮時 におけ る他の臓器Pht.に 関 してはその

文献 をみない.副 腎 に関 して前 田45)は 血液 毒 として

ベ ンゾール を家兎に与 えたさい に, Al. Pht.反 応 が

糸毬 層におい て強 くあ らわれ たと述べ,清 水46)は 家

兎にア ロキサンを注射 して過血糖 を起 させ,網 状層に

Al. Pht.反 応 が陽性にあ らわれたの を認 め,岩 下47)

は雄 ラ ッテにDiethylbesterolを 注 射 して副腎Ac

. Pht.の 増 量 を認めてい る.こ の よ うに 刺 戟に対 して

敏感に反応 す る副腎 てはあ るか,私 の胆管結紮家兎に

おいてはAc.及 びAl. Pht.と もに何 ら認むべ き変

化 をみ なか つた.従 つて副腎 と閉塞性黄疸 との間には

特 別の関係がない様 に思われ る.

腎 と黄疸 に関 しては,越 宗48)が 黄疸 患者の50%に

尿 のAl. Pht.の 増 加をみたがAc. Pht.は 変 化 をみ

なかつた と述べ,宮 野50)も 黄 痘患 者の尿Al. Pht

.に 幾 分の増量 をみた と述 べ てい る.こ れに 反 し 福 田

23)は 犬 の閉塞性黄疸 にて尿Al. Pht.に は 変化 をみ

なかつ たと述べてい る.尿Pht.が 腎 及 び前立腺に 由

来す る事は事実 であ り,ま た血 中Pht.の 尿 へ の排泄

があ る28)そ の 為に閉塞性黄疸 にて血中 が著 しく増 加

したさい,そ の調節 をはか る為にあ る程 度の負担は さ

け られず,そ れが 高度になつた場 合負担過剰 となつて

腎障碍 を来 すことが想像 され るか,私 の胆管結 紮家兎

腎のAl. Pht.が 著 しく減少 を示 したこ とは,そ の為

.に よ るのではないか と思わ れ る.腎Ac. Pht.は 特 別

の変化はみ られなかつた.

空 腸Pht.はDeane a. Dempsey51)に よ れ ば,

組 織化学的 に正常空腸Al. Pht.は 絨毛 両側部に多 く,

 Ac. Pht.は 紐 毛 先端 部に強 くみ られ るとい う.井 上

40)は 胆 管結 紮家兎の小腸のPht.反 応 を組 織化学 的に

検索 して,結 紮時間の経過 と共にAl. Pht.は 一時反

応が増殖 す るか,そ の後漸次 減 弱す るに対 し, Ac

. Pht.は 一 時減 少 し後に漸次増強 す ると述 べてい るが,

私 の 胆管結紮家 兎に おいて も同様Al. Pht.の 減 少が

み られた.し か しAc. Pht.に おいては特異の変化 を

みなかつた. Flock及 ひBollmann52)は 脂 肪 食後

小腸 リンパのAl. Pht.は 上 昇す るが,胆 管閉塞 また

は胆瘻 を有す るラッテに おいては減少 す る実験 よ り,

小 腸におい て胆汁は小腸粘膜 か らのAl. Pht.の 出納

に関与す ると述 べて お り, Le Veen等53)は 肝 よ り

分泌 されたPht.の 一 部は小腸 よ り再吸収 され るとい

う.し たがつて胆汁又は胆汁内のPht.が,小 腸Pht .

のIntegrityと 一定の関係を有する事 が考えられ,

小腸Pht.が その正常像 を保持する為には,少 くとも

総胆管が開放されていることが必要であるものと思わ

れる.

脾臓Pht.の 生物学的意義はなお不明で,文 献的に

もその報告をみないが,岩 尾54)は 飲泉による家兎の

臓器Pht.の 変化を組織化学的に検索 して,脾 のPht.

の消失をみたといい,他 の組織Pht.が 正常傾向を有

す るのに比して対蹠的であり,お そらくPht.は 貯蔵

的な役割を演ずる脾内に蓄積され,必 要に応じて動員

されるものと考えられると述べているが,こ れらのこ

とから考え ると,私 の胆管結紮家兎の脾Al. Pht.の

減少は,結 紮による血清Al. Pht.の 増加に伴いその

方に動員されたと考えられる. しかしAc. Pht.は 特

別の変化をみていないが,こ れは血清Ac. Pht.の 増

加がAl. Pht.の 増加ほど著しくない事を著えればう

なつかれ ることである.こ のように考えると,脾 ひい

ては網内系かPht.に 対して演ずる役割の可成り大き

い ものであ る事に思いいたるものである.

このような脾Pht.の 変化に反して同じく網内系の

一環である骨髄においては,私 の胆管結紮家兎では骨

髄Ac. Pht.の 増加がみ られ,ま たAl. Pht.に おい

ても軽度の上昇傾向がみられており,脾 と趣を異にす

るのであるが,骨 髄はもともと造血機能に重要な役割

を有し,ビ リルビンを多量にふくむ結紮黄疸血液に対

し何らかの刺戟をうけることが考えられ,そ れによつ

て上記の変化を生 じたと推察される.そ れらの作用機

転等に関してはなお今後の研究にまたねばならない

.松葉62)は 胆管結紮家兎において網内系機能をしらべ

て, Kongorot係 数の増加を認め網内系機能の減弱あ

りとしてるか,そ れのみでは説明し得ないと考えられ

る.く りかえ し述べる様に肝のみな らず網 内系も,

 Pht.の 変動に重要役割を演 ずることが推察されるの

である.

Ⅲ 家兎網 内系 墨汁填塞実験

第1編 における癌エキス注射家兎,ま た四塩化炭素

注射家兎及び胆管結紮家兎の脾及び骨髄のPht.の 変

化よりみて,網 内系がPht.の 産生或いは変動に関し

て何 らかの役割を演ず ることが推察されたので,私は

劉 を家兎に静注 して網内系を縫 せしめ,そ の血清

及び臓器Pht.のAc.及 びAl. Pht.を 測定 てそ

の変動を観察 した.
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実験動物並びに実験方法

実験動物には一定期間一定の飼料にて飼養された成

熟家兎を用いた.網 内系填塞には特別に作製した墨汁

を用いた.墨 汁作製には紅花墨を表面平骨な雨畑硯で

生理的食塩水を用いて徐々に研磨 した.濃 度を一定に

する為に毛筆を以て和紙に書字して,下 においた活字

印刷を辛うじて透見しうる程度とし,一 時に多量に作

って氷室中に貯えておき,用 に望んで濾紙で濾過した

後60℃30分 間加温滅菌 して,家 兎体重kg毎5cc

を耳静脈より静注した.注 射方法は1日1回6日 間連

続注射し, 7日 目に血清及び肝,副 腎,脾,腎,空 腸

上部,骨 髄を採取測定に供した.な お網内系機能検査

にはKongorot法59)を 用いた.

実験成績

(l) 墨汁填塞家兎網内系機能, Kongorot法 によつ

て測定したが第13表に示す如く,第1例 は23.8,第2

例目は17.4のKollgorot指 数の増加を認め,墨 汁に

よる家兎網内系填塞の効果あつたものと認められる.

(2) 墨汁填塞家兎血清Pht.値,血 清Ac. Pht.は

墨汁注射開始後3日 目より減少を示し5日 目, 7日 目

の順に従つて減少し,平 均値において墨汁注射前0.35

が注射開始後7日 目には0.22に 減少するのがみられ

た(第14表).ま たAl. Pht.に おいても 同様の減少

を示し,注 射前5.23が 注射開始後7日 目には1.92に

減少しているのがみられる(第15表).

第13表　 墨汁充填家兎網内系機能

第14表　 網内系填塞家兎血清Ac. Pht.

(S. J. R.単 位)

第15表　 網内系填塞家兎血清Al. Pht.

(S. J. R.単 位)

第16表　 網 内 系 填 塞 家 兎 臓 器Pht.値(S. J. R.単 位)

(Ac: Ac. Pht. Al: Al. Pht.)

第17表　網内系填塞家兎肝,脾,骨 髄Pht.

(S. J. R.単 位)

(3) 墨汁 填塞家兎臓器Pht.値(第16表).

墨汁充填家兎臓器Pht.は 第16表 に 示す如くで,

網内系の一環 を占め る肝
,脾,骨 髄 のAl. Pht.は 正

常家兎群のそれに比 してすべて著 しい減 少を示 してい

るのが注 目され た(第17表).す な わち肝Al. Pht

.は 平均値10.26を 示 し正常 家兎群 平均値16.26に 対 し

減 少 し,脾Al. Pht.も 平 均値5.33を 示 し正 常群平均

値36.25に 比 し著 しい減 少をみ,さ らに骨髄Al. Pht

.も平均値3.91を 示 し正常群平均値7.68に 対 し減 少を

示 してい る.ま た腎Al. Pht.の 軽 度の減 少及び空腸

上部のAl. Pht.の 増 加が み られたが,他 には特 別の

変化は認め られなかつ た.
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小括並 びに考 按

そもそも網内系とは肝,脾,骨 髄,リ ンパ腺等生体

内に広く分布しているところの発生学的,生 理学的及

び病理学的に特別な細胞の総括的の名 称であ り, L

. Aschoff55)(1913)が これに網内系なる名称を附 した

のにはじまり,こ の網内系を次の細胞群に分類してい

る.す なわち, (1) 脾髄及び リンパ節皮質小結節,髄

索及びその他の リンパ系組織の網内細胞, (2) リンパ

節の洞,脾 洞,肝Kupffer氏 星細胞,骨 髄,副 腎皮

質及び下垂体等の毛細管内被, (3) 組織球, (4) 脾髄

細胞,負 喰能あ る単球.以 上の4群 に分類 しており,

 (1), (2)に属する細胞群を狭義の網内系と称した.い ら

い該細胞の本態並に分類に関 しては種々論議が行われ

ているが,現 今網内系が著 しい喰作用を有し機能的に

1単 位とみなし得る細胞群であることには,大 体異論

がないようである.

今日網内系の機能として知られている主なものを挙

げれば,免 疫体産生,異 物摂取貪喰機能,含 水炭素,

脂肪,類 脂体,蛋 白,血 色素鉄,体 内水分調節等の内

部新陳代謝,血 液凝固及び壊血作用,解 毒作用,酵 素

生成及び酸化作用並びに胆汁色素生成等であ る.こ の

ように生体の重要機能を司 る網内系に対 してその機能

を封鎖して, Pht.の 変動をみ ることは 興 味あること

と考えられる.

網内系填塞はAschoff55). Lepehue56)及 びH

. Eppinger57)等 によりは じめて行われて以来,異 物摂

取により網内系がその機能を失 うか否かに関して屡々

論議されて来た.そ して網内系填塞には種々の薬剤が

用いられ,仁 木58)に よれば墨汁,亜 硫酸吸着活性炭,

非吸着活性炭による網内系填塞にさいして,活 性炭は

墨汁に優 るとも劣らぬ填塞剤であると述べてい るが

,多くの填塞剤は網内系機能封鎖と同時に他臓器の細胞

をも障碍せしめるものが多く,こ の点より墨汁は比較

的安全な網内系填塞剤 として古くより用 い られ て来

た.そ して墨汁による墳塞が網内系の機能を低下せ し

めることは, Alder a. Reimnn59)のKongorot法

検査により確証づけられる一墨汁填塞法で三好6伊は,

墨汁填塞家兎ではKongorot指 数と皮下組織球の墨

汁顆粒の貪喰能機能はよく平行するといい,木 下61)

は大量墨汁注入後Kongorot指 数は明らかに低下し,

時間と共に恢復したが,少 量を連続注射すると却つて

機能亢進を来すといつてい るが,し かし少量でも長期

にわた り投与す る時は 目的を達 し得 るに至 るものであ

る.過 量投与は副作用を来す危険があるか ら,必 要に

して且つ充分な量を投与す るのが望ましい.

私は墨汁を毎kg 5ccず つ連続6日 間家兎に投与し

たが,明 らかなKongorot係 数 の増加を認めたので
,

ほ ぼ網内系填塞は 目的 を達 したもの と考えられる.こ

の時の血清Pht.の 変 化はAc.及 びAl. Pht.と も

に注射開始後3日 に してすでに減少がみ られ, 7日 に

は さらに低下す るのがみ られた.こ のことは網内系填

塞 によ り,血 清へのPht.の 移 行がみ られないか,ま

たは肝 またはその他におけ るPht.の 産生が低下 して

い る事 を示す ものであつて,網 内系が血清Pht.に 対

して重要な役割 を演 じてい るこ とを示す ものである.

そ して またさ らに網 内系の主要器官であ るところの

脾 及び骨 髄,肝 のPht.を み るに,そ の何れにおいて

も臓器Al. Pht.の 著 しい減少が認め られたことは注

目すべ きこ とであつて,網 内系器官がPht.を 迎え入

れ る事が不能の為か,或 いは また機能低下の為にPht

.産 生 の低下 を来 したものかは判然 しないが,少 くとも

網内系はPht.産 生 に対す る一つの役割を演じている
一事は想像 出来 る

.ま た脾,骨 髄,肝 のAc. Pht.は 第

1例 目においては減少を示 したが,第2例 目において

は脾,骨 髄 のAc. Pht.は 増 加を示 している点をみる

に, Ac. Pht.は 複 雑 な機転において変化するものの

如 く,さ らに高度の填塞 によつて低下す ると想像せら

れ るが,と もあれ墨汁 による網 内系填塞に対 して変動

を示すこ とは明 らかであつて,そ の原因を網内系に求

め るとしても妥当ではないかと考え る.

また腎Al. Pht.の 低下,空 腸Al. Pht.の 増加に

ついてはその機転 について明 らか でな いか,腎Al. 

Pht.の 減 少は腎障碍 に基 くものと想像され,ま た空

腸Al. Pht.の 増 加は小腸の糖 吸収作用の低下を示す

ものであ り63).糖 新 陳代謝に 関係す るもの と考えら

れ る.

そ の他の臓器においては特異の変化をみず,網 内系

填塞に対 し影響 を受けないもの と考える.

総 括並 び に 考 按

以上各実験に より得 た成績 を要約すれば,四 塩化炭

素に よ る肝障碍家兎の血清Ac.及 びAl. Pht.は とも

に増加 を来すが,時 日の経過につれ急激な減少をみ

,血 清Al. Pht.に おい てはCCl4投 与前よりもさらに

減少 して低値 を示 し, 11日 に至 るもなお減少の経過を

示 した.こ の時の肝Ac. Pht.に は著明な変化をみな

かつたが,肝Al. Pht,に お いては減少を示した.こ

の ことは肝 におけ るPht.産 生 の低下 を意味するもの

であ る.血 清Pht.の 一時的の増加は急激な肝障碍の

為 に,肝 において生産されていたPht.の すべてが一
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時的に胆汁とともに血中に 移 行 するものと考えられ

る.

総胆管結紮家兎においても,そ の血清Ac. Pht.の

及びAl. Pht.は 著明に増加するがAl. Pht.の 増加

はとくに著しい.こ の時の肝Ac. Pht.及 ひ肝Al. 

Pht.は 特別の変化を示さず,肝 におけるPht.の 産

生も正常とみられるべきも,こ の時における血清Pht

.の著しい増加は,胆 管結紮による肝障碍そのものによ

るものではなくて,胆 汁の胆管への排泄が阻害されて

血中に移行することにより起 ると考えられ,こ の時の

肝Pht.及 び胆汁の血中移行は毛細胆管外への盗出,

あるいはEppinger64)の いう如く胆 管の破裂機転等

によつて起るものと考えられる.閉 塞性黄疸が長期に

わたれば肝細胞もまた障碍されるが,こ のときの肝細

胞障碍は福田23)に よればPht.の 排泄に大きな 影 響

はないといつているが,長 期にわたれば肝のPht.産

生も低下をみることは否み得ない.

またCCl4投 与家兎の血清Al. Pht.の 増加に比し

胆管結紮家兎の血清Al. Pht.の 増加は著 しく,血 清

Pht.の 増加が非閉塞性黄 疸と閉塞性黄疸の鑑別 診断

に利用し得るというRoberts4)の 説に賛意を表する

ものである.そ してまた非閉塞性黄疸におる血清Pht

.の増加が,閉 塞性黄疸における血清Pht.の 増加 に

比し低い値を示したことの一部は,前 者においては後

者におけるよりも肝細胞の障碍程度大にして,肝 にお

けるPht.の 生産減少した 為であつて, Freeman8)

のPht.の 肝性起源説に賛意を表す るものである.こ

のように考える時,吸 収性黄疸における血清Pht.の

変動に対して,肝 細胞の高度の障碍は血満Pht.を む

しろ減少せしめる.血 清Pht.の 増加は一面肝細胞の

状態,他 面胆道閉塞の程度に支配せ られ るものと考え

られる.

そしてまた墨汁による網内系填塞家兎において,血

清のAc. Pht.及 びAl. Pht.の 減少をみ,ま た肝,

脾,骨 髄の臓器Al. Pht.の 著 しい減少をみたことは

網内系とPht.が 密接な関係を有することを示すもの

で, Pht.の 産生及び変動に対して一つの 役 割を演じ

ているようで,肝 のほかに一部網内系もPht.産 生に

関与するものと考えられ る.

副腎はCCl4注 射及び胆管結紮,墨 汁による網内系

填塞のいずれに対 しても特異の 変 化を示さず,器 質

的,機 能的変化を来さないもののようで, Pht.産 生

に対して特別の意義を見出し得なかつた.

腎は胆管結紮家兎においてAl. Pht.の 減少をみ,

また墨汁充填家兎においてもAl. Pht.の 軽度の減少

をみたのみで,他 には特別の変化を見出し得 な かつ

た.閉 塞性黄疸と腎に関して何らかの関係が存するよ

うであるが,今 後の研究にまたねばな らない.腎 は尿

Pht.の 起源をなすと云われてをり28),黄 疸時には尿

Pht.は 増加の傾向にあり50),ビ リルビン一定の関係

を有するもののようである.

空腸上部のAl. Pht.はCCl4注 射,胆 管結紮の何

れにても減少を示した.胆 汁の変化によつて減 少 す

るもののようで,腸 管が正常機能を保持する為には正

常胆汁の存在が必要 と思われる.網 内 系填 塞 家兎の

Al. Pht.は 増加を示した.

脾及び骨髄は網内系の一環 としてPht.の 変動にあ

ずかるものの如きも,脾 はPht.の 貯蔵に関与するも

のの様で調節的な作用を有しているものと思われる.

骨髄は墨汁の網内系充填によりAl. Pht.の 減少をみ

たが, Ac. Pht.に 対 しては 特異の変化を示さなかつ

た.し かるにCCl4注 射家兎,胆 管結紮家兎において

はそのAc. Pht.は ともに増加の傾向を示しており,骨

髄機能の刺戟による機 能亢進の為 と考えられ, CCl4

注射家兎,胆 管結紮家兎の両者の血清Ac. Pht.の 増

加と相まつて考える時,骨 髄は血清Ac. Pht.の 増加

機転に関与しているものと考えられる.

Ac. Pht.とAl. Pht.が 血清においてはほぼ平行的

に増減す るのがみられたが,肝,骨 髄,空 腸,脾,

腎,副 腎においては臓器Ac. Pht.及 びAl. Pht.の

増減は必 らずしも平行せず,逆 関係にあるものもみら

れ,そ の起源に関しても同一には論じ得ないかもしれ

ないが,以 上の成績を綜合してみ るに, Pht.(少 くと

もAl. Pht.)は 肝において生産され,一 部これに網

内系よりの生産が加わるものと考えるのが妥当である

と確信するものである.

結 論

わたくしは四塩化炭素注射家兎,総 胆管結紮家兎,

墨汁による網内系填塞家兎の血清及び肝,副 腎,脾,

腎.空 腸,骨 髄のAc. Pht及 びAl. Pht.を 生化学

的に定量し次の結果を得た.

四塩化炭素注射家兎においては,

① 血清Ac. Pht., Al. Pht.と もに一過性に増加

し以後急激に減少す るが, Al. Pht.に おいては注射

前値よりさらに低値を示した.

② 血清ビ リルビン値も増加に続いて減少した.

③ 肝のAl. Pht.は 減少を示したがAc. Pht.は

変化をみなかつた.副 腎Pht.は 何れにも変化を認め

なかつた.脾 のAc. Pht.は 変化なきもAl. Pht.は
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減少 した.腎Pht.も 特 別の変化 をみなかつ たが 注射

後2日 のものは3日 以後のものに 比 し軽 度増 加 をみ

た.空 腸のAc. Pht.は 変 化なかつたがAl. Pht.は

減 少 した,骨 髄のAc. Pht.は 増 加 しAl. Pht.は 減

少傾 向を示 した.

胆 管結紮家兎においては

① 血 清Pht.はAc., Al. Pht.と も に 著 しい上昇

をみた.こ とにAl. Pht.の 上 昇 は著 しい.

② 血 清 ビ リルビ ン値 も上昇 した.

③ 肝 のPht.はAc., Al. Pht.は ご く 軽 度 増加

傾 向あ るも著 しい変化はみ られない.副 腎Pht.は 変

化 をみなかつた.脾 のAc. Pht.は 特 別の変化 をみ な

いがAl. Pht.は 減 少 した.腎 のAc. Pht.は 特 異 の

変化 をみないがAl. Pht.は 著 しく減 少 した.空 腸の

Ac. Pht.は 変 化 ないがAl. Pht.は 減 少 した.骨 髄の

Ac. Pht.は 増 加を示 しまたAl. Pht.も 増 加 した.

網 内系填塞家兎においては肝,脾,骨 髄のAl. Pht .

は す べて減少 を示 したがAc. Pht.は 変化 をみなかつ

た.ま た血清Pht.はAc., Al. Pbt.と も に減少を

示した.副 腎Pht.に は変化なく,腎 のAc. Pht.は

変化なきもAl. Pht.は 減少を示した.空 腸のAc.

 Pht.は 変化をみないがAl.Pht.の 増加をみた.

以上の結果より肝はPht.(少 くともAl. Pht.)の

生産に関与し,血 清Pht.増 減の起源となるものの如

く,さ らに網内系も一部Pht.産 生および変動に関与

しているものと思われる.

擱筆するに臨み,終 始御懇篤なる御指導と御校閲を

賜わった恩師津田名誉教授並びに砂田效授に深甚なる

感謝の意を表する.

なお本論文の要旨は昭和33年第33回中国四国外科学

会総会において発表した.
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Studies on Serum and Organ-Phosphatase, and its Production

Part II. Influences of Carbon Tetrachloride, Ligation of the 

Choledochus and Reticulo-endothelial System (R. E.

 S.) Blocking upon Serum and Organ-Phosphatse

By 

Hitoshi KONISHI

from the Second Surgical Dept., Okayama University Medical School(

Director: formerly, Prof. emeritus Seiji TSUDA, M. D.
 present, Prof. Terutake SUNADA, M. D.) 

    Phosphatases in serum and organs (the liver, adrenal gland, spleen, kidney, jejunum and 

the bone marrow) were estimated biochemically after subcutaneous injection of CCl4, ligation 

of the choledochus and R. E. S. blocking by India ink, obtaing following results.

1) Following injection of CCl4 the phosphatases in serum were increased temporarily 

and later decreased markedly, but alkali phosphatase became below the level of which befo

re injection. Also in the rabbits ligated the choledochus those, especially alkali phosphatase, 

were remarkably increased, and decreased in R. E. S. blocking.

2) After injection of CCl4 alkali phosphatse was decreased in the liver with no changes 

in the acid phosphatase, and no changes were observed in the liver after ligation of the 

choledohhus.

3) From the facts obtained in 1) and 2), it is concluded that phosphatases (at least 

alkali phosphatase) were produced in the liver.

4) In the R. E. S. blocking alkali phosphatase was remarkably decreased in the liver, 

spleen and the bone marrow.

This indicates that the R. E. S. plays an important role on the phosphatase, in cooporation 

with decrease of acid and alkali-phosphatase in the serum.

5) Phosphatases in the adrenal gland have shown no changes by those procedures.

6) Phosphatases in the kidney were not changed by those procedures, with only except

ion of decrease in alkali phosphatase after ligation of the choledochus.

7) Alkali phosphatase in the jejunum was decreasd after injection of CCl4 or ligation 

of the choledochus, and increased after R. E. S. blocking.

8) The spleen is related to the storage of phosphatase and has a regulation effect.

9) Acid phospnatase in the bone marrow was tended to increase after injection of CCl4 

or ligation of the choledochus, and alkali phosphatase was decreased after blocking of R. E. S.


